






　廃棄物の処理および清掃に関する法律施行規則第12条の12の14において規定される無害化処理
に係る特例の対象となる産業廃棄物のうち、低濃度PCB廃棄物とは「低濃度PCB廃油」「低濃度PCB
汚染物」「低濃度PCB処理物」の3種類となります。

　PCB廃棄物のおそれがある廃電気機器、廃油、汚染物等（ウエス、汚泥等）については、PCB含有の
有無を調査・分析し、PCB廃棄物の場合、届出、適正保管および定められた期限までに処理・処分を
行わなければなりません。

・PCB廃棄物を保管している事業者は、毎年度、そのPCB廃棄物の保管および処分の状況に関して都
道府県知事（政令で定める市にあっては市長）に届け出なければなりません。

〇保管および処分の状況の届出

何人も、PCB廃棄物を譲り渡し、または譲り受けてはいけません。
〇譲り渡しおよび譲り受けの制限

参考：環境省ＨＰ「低濃度PCB廃棄物早期処理情報サイト」　http://pcb-soukishori.env.go.jp/teinoudo/about/basic.html

参考：環境省 低濃度PCB廃棄物早期処理情報サイト（http://pcb-soukishori.env.go.jp/teinoudo/various_information/regulations.html

■低濃度PCB廃棄物とは■低濃度PCB廃棄物とは

■PCB廃棄物を保管する事業者に課せられる規制■PCB廃棄物を保管する事業者に課せられる規制

種　類
低濃度PCB廃棄物

１．微量PCB汚染廃電気機器等 ２．低濃度PCB含有廃棄物

①低濃度PCB廃油

②低濃度PCB汚染物

③低濃度PCB処理物

ア　微量PCB汚染絶縁油
（電気機器またはOFケーブル※に
使用された絶縁油であって微量の
PCBに汚染されたもの）

イ　低濃度PCB含有廃油
（PCB濃度が5,000mg/kg以下の廃油等）
（主として液状物）

ア　微量PCB汚染物
（微量PCB汚染絶縁油によって汚
染されたもの）

イ　低濃度PCB含有汚染物
・PCB濃度が100,000mg/kg以下の汚泥、
紙くず、木くず、繊維くず、廃プラスチック類
・金属くず、陶磁器くず、コンクリート破片等
の不要物（金属くず等）に付着したものの
PCB濃度が5,000㎎/㎏以下のもの
（主として固形物）

ア　微量PCB処理物
（①イ、②のイを処分するために処
理したもの）

イ　低濃度PCB含有処理物
（PCB廃棄物を処分するために処理したも
のであって、PCB濃度が5,000㎎/㎏以下の
もの（金属くず等は付着物のPCB濃度をいう））

※ 『oil-filled cable』内部に絶縁用の油を注
入し、電気の絶縁性を高めたケーブル

届出を行わなかった者、また虚偽の届出をした者は6か月以下の懲役または50万円以下の罰金に処されます。

・事業者は、2027年3月31日までに、PCB廃棄物を自ら処分するか、若しくは処分を他人に委託しな
ければなりません。なお、環境大臣または都道府県知事（政令で定める市にあっては市長）は、事業
者が上記期間内の処分に違反した場合には、その事業者に対し、期限を定めて、PCB廃棄物の処分
など必要な措置を講ずべきことを命ずることができます。

この改善命令に違反すると、3年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金に処し、またはこれを併科されます。

この改善命令に違反すると、3年以下の懲役若しくは1,000万円以下
の罰金に処し、またはこれを併科されます。

譲渡禁止




























